研修出張様式５


研修報告書

	所　　属　居宅介護支援事業所わえみ　　職　種　介護支援専門員　　氏　名　林　義弘

	期　　間　平成２２年　７月２８日　13：30～16：00

	出張目的　介護支援専門員等研修会参加のため

	出 張 先　八戸市庁別館会議室BC

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜全体考察＞
研修内容が「ミニ審査会」から「障害者サービスについて」に変更となった。障害者手帳については、身体障害者手帳、愛護（療育）手帳、精神障害者保健福祉手帳の３種類があることや、八戸市の障害者数等の状況などを学んだ。我々の仕事の根拠法規となるものは「介護保険法」であるが、障害者の根拠法規は「障害者自立支援法」であり、明確に分かれているものであるが、介護保険申請者であって、かつ身体障害者で申請しているような場合、補装具等で介護保険にはない、より利用者が便利な補装具を障害者自立支援法で支給するサービスがあることなどを学んだことで、より広い視野にたった居宅介護支援事業の仕事に繋がっていくと考察した。
＜研修内容＞
研修：「障害者サービスについて」

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師　障害福祉課　課長　大石　治夫　

　
　障害者手帳は３種類に分けられる

　１　身体障害者手帳（青色）

　　　障害の種類：「視覚障害」「聴覚障害」「音声・言語障害」「平衡障害」「肢体不自由」「内部障害」
　　　等　　級　：１級～６級（聴覚障害は２～６級）　１が重く、６は軽いと考える

　　　根拠法令　：「身体障害者福祉法」

　２　愛護（療育）手帳（オレンジ色）

　　　障害程度　：A（最重要度・重度）、B（中度・軽度）

　　　根拠法令　：「知的障害者福祉法」

　３　精神障害者保健福祉手帳（緑色）

　　　障害等級　：１級～３級

　　　根拠法令　：精神保健福祉法

　八戸市の障害者数等の状況　１

　　身体障害者手帳所持者の推移

　　　５年間の比較で４００名以上増加している。

　　　各障害の種別では「内部障害」が圧倒的に増加傾向にある。

　八戸市の障害者数等の状況　２

　　愛護手帳所持者の推移

　　　５年間の比較で２００名以上増加している。

　　　重度で約５０名、軽度で１５０名以上の増加傾向にある。

　　精神障害者保健福祉手帳所持者の推移

　　　５年間の比較で4００名以上増加している。

　　　各障害の種別では、１級・２級が増加傾向にある。
　八戸市の障害者数等の状況　３

　　全体の推移

　　　５年間の比較で１０００名増加している。（４．５％増）
　　　６５歳以上の方が占める割合「精神障害」15.6％「知的障害」3.5％「身体障害」62.2％

　　　６５歳以上の介護保険１号被保険者数の約10％の方が、何らかの障害を持っていることになる。

　　　６５歳以上の障害別割合では、肢体不自由53％内部障害35％で約９割を占める。

　障害者自立支援法によるサービスのしくみ

　　１　障害福祉サービス

　　（１）訪問系サービスー

①居宅介護②重度訪問介護③行動援護④短期入所

　　（２）日中活動系サービス　

　　　　　①療養介護②生活介護③機能訓練④生活訓練⑤就労移行支援⑥就労継続支援⑦児童デイサービス
　　（３）居住系サービス

　　　　　①施設入所支援②共同生活介護③共同生活援助

　　２　地域生活支援事業

　　　　　市町村が地域の実情に応じて行うサービス

　　　　　①相談支援②移動支援③ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ支援④訪問入浴⑤日常生活用具の給付⑥住宅入居等支援

　　　　　⑦日中一時支援⑧運転免許取得費助成⑨自動車改造費助成⑩住宅改修費支給⑪地域活動支援ｾﾝﾀｰ機能強化⑫職親委託事業

　　３　その他

　　（１）手当→①特別障害者手当

　　（２）医療費の助成→①重度心身障害者医療費の助成

　　　　　医療費の助成２→自立支援医療①更生医療②精神通院医療③進行性筋萎縮症の療養給付

　　（３）交通機関の割引→①タクシー料金の助成②バス特別乗車証の交付

　　（４）補装具費（購入、修理）の支給→①視覚障害②聴覚障害③肢体障害

　障害福祉サービス利用までの流れ

　　　八戸市障害福祉課または相談支援事業者に相談します。

　　　　①相談→②申請→③調査→④審査・判定→⑤認定・通知→⑥事業者と契約
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